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背景（１） 

都内在留外国人数： 
 449,042人（2016年1月1日現在） 
 
全国の外国人の約20%は東京に居住 
  （以下、大阪、愛知、神奈川、埼玉と続く） 

 
国際化（外国人の間での日本文化への関心
の高まり、政府の訪日外国人旅行者受入の 

  推進等）による外国人の東京への訪問、 
  在留の増加 

※東京都生活文化局「東京都多文化共生推進指針～世界をリードするグローバル都市へ」（平成２８年２月策定） 



背景（２） 

東京都の外国人新規HIV感染者報告数(2015年）：
61人(全新規HIV感染者435人の14%にあたる) 

 
現状の外国人に対するHIV/エイズ対策: 
 外国人受け入れの実態把握が不十分 
都内外国人と、その対応の実態を調査し、 
   HIV/エイズ対策における外国人対応を推進し、 
   HIV感染の予防と早期発見を図る 

※東京都生活文化局「東京都多文化共生推進指針～世界をリードするグローバル都市へ」（平成２８年２月策定） 
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HIV感染者の中でARTを受けている割合とエイズ関連死 
（２０１０年～２０１５年） 

世界のHIVの状況（2） 



外国人対応のための調査 
 調査１： 都内外国人対応のための調査 

対象者 
   ・ 一般外国人 
   ・ 外国人HIV患者 
   ・ 医療関係者 
 

 

 調査２： アジア各都市の在留邦人が利用できる 
HIV/エイズ検査・医療の情報に係る実態調査 

 

 

 調査３： 日本から入手可能な患者の母国における 
HIV/エイズ検査・医療の情報に係る実態調査 



調査１：都内外国人対応のための調査 
調査目的 
都内外国人に対するHIV/エイズの検査体制、相談体制、 
療養体制、普及啓発等についての現状及び課題を 
明らかにする 
 
３種類のアンケート 

調査1-1：都内の一般外国人へのアンケート 

調査1-2：都内の外国人HIV患者へのアンケート 

調査1-3：都内の医療関係者等へのアンケート 

• 調査1-3-1：HIV検査機関の医療関係者等 
• 調査1-3-2：エイズ診療協力機関の医療関係者等  



調査1-1：一般外国人へのアンケート 
調査目的 
都内の外国人の年齢や性別、国籍などの属性と、 
HIV/AIDS或いは医療一般に関する知識や行動を把握する 
 

対象者 
• 都内の外国人人口の上位10ヵ国から50名ずつ、 
  計500名 
• 上位１０か国：中国、韓国、フィリピン、アメリカ、 
           ネパール、ベトナム、インド、タイ、 
                     イギリス、ミャンマー 

 

使用言語  
• 7言語：中国語、韓国語、英語、ネパール語、ベトナム、 
             タイ語、ミャンマー語 



質問の概要 
 回答者自身について 

• 性別、年齢、国籍、母国語、日本滞在年数、日本語能力等 
 HIV検査について 

受検した経験の有無 
• 〔有る場合〕：受検した理由、場所、困ったこと、要望等 
• 〔無い場合〕：受検しない理由、HIV検査に関する知識等 

 病院等の受診について（受診の理由は問わず） 
受診した経験の有無 
• 〔有る場合〕：受診理由、病院選びの基準、困ったこと、要望、

保険加入等 
• 〔無い場合〕：病院選びの基準、要望、保険加入等 

 健康情報の入手方法について 
 HIV/エイズに関する知識について 

調査1-1：一般外国人へのアンケート 



対象者の属性 
 

• 都内の外国人人口の上位10ヵ国から50名ずつ計500名 
• 国籍：中国、韓国、フィリピン、アメリカ、ネパール、 
           ベトナム、インド、タイ、イギリス、ミャンマー 
• 男女比：男性246人（49.2%）、女性254人（50.8％） 
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調査1-1：一般外国人へのアンケート 
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調査1-1：一般外国人へのアンケート 
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調査1-1：一般外国人へのアンケート 



HIV検査時に困ったこと HIV検査施設に望むこと 

n=68 
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調査1-1：一般外国人へのアンケート 
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HIVに関する知識 HIV情報の入手手段 
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調査1-1：一般外国人へのアンケート 



調査1-2：外国人HIV患者へのアンケート 

調査目的 
都内のエイズ診療協力病院に通院する外国人に対する
HIV/エイズの医療体制、検査体制、相談体制、 
普及啓発等についての現状及び課題を明らかにする 
 
対象者 
現在HIVに感染し、都内のエイズ診療協力病院で診療を 
受けている外国人 
 
使用言語（5言語） 
タイ語、英語、中国語、ポルトガル語、スペイン語 



質問の概要 
 

回答者自身について 
 

性別、年齢、国籍、母国語、日本での滞在年数、 
日本語能力等 
 

 HIV検査について 
 

受検した場所、理由、困ったこと、要望等 
 

通院中の病院について 
 

その病院を選んだ理由、困ったこと、病院における 
使用言語、要望等 
 

 HIVに関する情報の入手方法について 
 

その他意見等 

調査1-2：外国人HIV患者へのアンケート 



年齢分布 日本滞在期間 

（人） 
（人） 

1  
2  

3  

5  

9  

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

3  

1  

11  

4  

1  

0

2

4

6

8

10

12

20～29歳   30～39歳   40～49歳 50～59歳 不明 
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調査1-2：外国人HIV患者へのアンケート 
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n=20 



初回検査場所を選んだ理由 検査受検時に困ったこと 

（人） （人） 
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調査1-2：外国人HIV陽性者へのアンケート 



受診時に使用する言語 受診時のコミュニケーション
手段 
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調査1-2：外国人HIV陽性者へのアンケート 



受診時に困ったこと 

（人） 
（複数回答可） 

医療機関に望むこと 

（人） 
（複数回答可） 
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調査1-2：外国人HIV陽性者へのアンケート 



調査目的 
都内のHIV検査機関やエイズ診療協力病院における、
外国人が利用可能なHIV検査・医療サービス、 
カウンセリング、予防啓発に関して、医療従事者側の 
視点より現状を把握する 
 

対象者 
回答者：医師、看護師、ソーシャルワーカー、 
東京都エイズ専門相談員、保健所の担当者（保健師）、
NGO等 

① HIV検査機関：20機関 
     （特別区・市保健所：13、都保健所7） 
② エイズ診療協力病院：35機関 

調査1-3：医療関係者等へのアンケート 



調査に参加した検査・医療機関 
東京都が設置する施設 東京都以外の主体が設置する施設 

 ・ 南新宿検査・相談室 
 ・ 多摩地域検査・相談室 
                      

 
計2ヵ所 

（2ヵ所中） 

 ・ 特別区保健所 
 ・ 八王子市保健所 
 ・ 町田市保健所          

 
計13ヵ所 
（26ヵ所中） 

 ・ 多摩地域保健所 
 ・ 島しょ保健所（出張所）     

計5ヵ所 
(7ヵ所中） 

 ・ 医療機関 
   （病院、診療所等） 

計35ヵ所 
（53ヵ所中） 

特別区 
（23区） 

多摩地域 

島しょ 

八王子市 

町田市 

東京都庁 



質問の概要 
 
診療中または受検したHIV感染者・エイズ患者について 

• 過去１年間の新規感染者数・患者数（全体・外国籍） 
• 国籍別・性別・年齢階層別の人数 

 
外国人感染者・患者との意思疎通について 

• 使用言語、説明用資料等 
 
その他 

• 工夫、今後必要と思われる事項等 

調査1-3：医療関係者等へのアンケート 



調査1-3： 
医療関係者等へのアンケート 

 
調査1-3-1: 

HIV検査機関へのアンケート 
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調査1-3-1:HIV検査機関へのアンケート 

過去１年間の検査数と外国籍の検査数 

（医療機関：A～I） 

（検査数） 

n=4,740 



使用言語 対話方法 

（検査機関の数） （検査機関の数） 
n=20 

調査1-3-1:HIV検査機関へのアンケート 

n=20 
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調査1-3： 
医療関係者等へのアンケート 

 
調査1-3-2: 

エイズ診療協力医療機関へのアンケート 
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調査1-3-2:エイズ診療協力医療機関へのアンケート 
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直近１年間に受診した患者の内訳 

n=845 

調査1-3-2:エイズ診療協力医療機関へのアンケート 
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調査1-3-2:エイズ診療協力医療機関へのアンケート 
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外国人対応のための調査 
 調査１： 都内外国人対応のための調査 

対象者 
   ・ 一般外国人 
   ・ 外国人HIV患者 
   ・ 医療関係者 
 

 

 調査２： アジア各都市の在留邦人が利用できる 
HIV/エイズ検査・医療の情報に係る実態調査 

 

 

 調査３： 日本から入手可能な患者の母国における 
HIV/エイズ検査・医療の情報に係る実態調査 



調査目的 
 

• 前記「（１） 都内外国人対応のための調査」との比較 
 

• アジア各都市の在留邦人が受診可能なエイズ診療病院等、 
   現地で受けることができる保健・医療サービスの状況や情報への 
   アクセス等について調査する 

 

対象 
 

• アジア感染症対策プロジェクト参加都市の中で、長期滞在邦人数
（2011～ 2013年の平均）が上位の3都市：バンコク、 

   シンガポール、ソウル 
 

方法（調査は業者に委託して実施） 

• 現地大使館や日本人会等の協力による調査(シンガポール） 
• Webサイト検索等による各都市の情報収集 

調査２：アジア各都市の在留邦人が利用できる 
HIV/エイズ検査・医療の情報に係る実態調査 



  バンコク シンガポール ソウル 

日本語で受診可能な 
HIV検査機関 

○ ○ ○ 

日本語で受診可能な 
エイズ診療医療機関 

○ ○ 

外国人が利用できる 
エイズ診療に係る 
公費負担割合 

タイの公費負担制
度を受けられる場合 
日本の保険が適応
できる場合あり 

外国人向けの公費
負担制度はない 
日本の保険が適応
できる場合あり 

外国人でも、住民
向け健康保険や
職場での保険が
適応できる場合
あり 

治療薬の選択肢 
ART薬の選択肢は
複数ある 

ART薬の選択肢
は複数ある 

HIV/エイズに関する 
NGOなどの支援団体 

○ ○ ○ 

*滞在中にHIV陽性者と判
明した人は３か月までの
滞在が許可される。 

*ジェネリック薬の製造が
許可されている薬を優先
的に使用 

調査２：アジア各都市の在留邦人が利用できる 
HIV/エイズ検査・医療の情報に係る実態調査 



外国人対応のための調査 
 調査１： 都内外国人対応のための調査 

対象者 
   ・ 一般外国人 
   ・ 外国人HIV患者 
   ・ 医療関係者 
 

 

 調査２： アジア各都市の在留邦人が利用できる 
HIV/エイズ検査・医療の情報に係る実態調査 

 

 

 調査３： 日本から入手可能な患者の母国における 
HIV/エイズ検査・医療の情報に係る実態調査 



調査目的 
 

• 日本国内で治療中の外国人エイズ患者が帰国する場合、 
   引き続き十分な治療を受けられるよう支援する必要あり 

 

• そのため、母国の医療や健康保険等の制度、エイズ診療可能な医
療機関等に関する情報の入手方法について調査 

 

対象 
 

• 過去の調査で都内外国人HIV陽性者数の上位9ヵ国10都市： 
   タイ（バンコク）、アメリカ（NY、LA）、ミャンマー（ヤンゴン）、 
   中国（北京）、ブラジル（サンパウロ）、ペルー（リマ）、 
   韓国（ソウル）、フィリピン（マニラ）、マレーシア（クアラルンプール） 
 

方法（調査は業者に委託して実施） 
 

• Webサイト等を通じた日本から入手可能な情報に関する調査 

調査３：日本から入手可能な患者の母国における 
HIV/エイズ検査・医療の情報に係る実態調査 



 項目 状況 

 HIV/エイズ診療 
をしている医療機関 

体制に差はあるものの、ほぼ全ての国で、公立医療機関、
私立医療機関の両方で、エイズ診療が可能 
（ミャンマー、中国に関する情報は調査からは得られず。） 

エイズ診療に係る 
公費負担割合 

国によって制度は異なるが、ほぼ全ての国で、患者負担
を軽減する試みはされている。 
（ミャンマー、中国に関する情報は調査からは得られず。） 

治療薬の種類 治療薬の選択肢の幅に差はあるが、全ての国でエイズ
治療薬が入手可能。 

HIV/エイズに関する 
NGO等の支援団体 

全ての国で、政府組織、NGO、宗教組織等、様々な組織
が、患者支援に取り組んでいる。 

調査３：日本から入手可能な患者の母国における 
HIV/エイズ検査・医療の情報に係る実態調査 



平成２８年度実施の調査 
 

ＭＳＭに係るＨＩＶ／エイズ対策 



ＭＳＭに係るＨＩＶ／エイズ対策 

現状 

東京都の新規HIV感染者及びAIDS患者の約7割が
MSMであることから、これまでもハイリスクグループ
であるMSMに対する各種の啓発を、主として、商業
施設（ゲイバー・ゲイナイト等）を中心としたゲイ 

   コミュニティ（新宿や上野・浅草など）を通じて実施 

   している 

インターネットの普及などにより、商業施設の利用
者が減少し、特に若年層MSMとゲイコミュニティとの
関わり方が多様化している 

都内の保健所・検査室での検査件数が平成26年 

   から平成27年で約7％減少した 



課題 
ゲイ向け商業施設を利用していないMSMは、 

   利用者と比較し、生涯のHIV抗体検査受検率が 

   約３分の１にとどまると指摘されている  

今後、MSMの新規HIV感染者及びAIDS患者を 

   減少させるためには、ゲイコミュニティに関わって 

   いないMSMも含め、より効果的に啓発していく 

   必要がある 

ＭＳＭに係るＨＩＶ／エイズ対策 



調査目的 

MSM向けのスマートフォンの出会い系サイトや 

   掲示板等の実態について把握する 

スマートフォン用の東京都Webサイトを試行的に 

   作成する 

MSM向け掲示板等にバナー広告を掲載し、 

   Webサイトへのアクセス状況を比較する 

MSMに対する、ネットに限定しないより効果的な 

   啓発方法について提案する               

ＭＳＭに係るＨＩＶ／エイズ対策 



調査実施内容 

出会い系サイト、情報サイト等の実態調査 

バナー広告の作成、掲載、集計 

専用Webの作成と運用管理 

専用Webの集計 

ＭＳＭに対するより効果的な啓発方法について 

   調査結果を十分に考慮し提案する 

ＭＳＭに係るＨＩＶ／エイズ対策 



バナーのイメージ 

HIV/エイズの検査してますか？ 
東京都 

HIV/エイズの検査してますか？ 

＜➀文字のみ＞ 

＜②文字とイラスト＞ 

＜③文字と写真＞ 

HIV/エイズの検査してますか？ 

専用Webのイメージ 

1 アンケート ・年齢 
・性別 
・居住地 
・性的指向 

2-1 HIV/エイズの発生状況 

2-2 HIV/エイズの基礎
知識・予防 

2-3 HIV/エイズの検査 

2-4 HIV/エイズの相談 

2 専用Webページ 

ＭＳＭに係るＨＩＶ／エイズ対策 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwi0hujh6N7OAhUItJQKHb8vAswQjRwIBw&url=http://health-to-you.jp/sexuallytransmitteddisease/baidokutaisaku64966/&psig=AFQjCNHn-uRO3P8JWELYlPT1CJeWGABXHg&ust=1472291662745660
http://pc.tokyo-kensa.jp/tamachiku_hiv/index.html?from=top_bnr


期待される調査の効果 

東京都での今後のHIV/エイズ対策検討のための
基礎資料とする 

アジア感染症対策プロジェクト参加都市において、
ITアプリを活用した対策への関心が高いことから、
各都市の今後の対策に活用できる 

都内のHIV/エイズ支援団体（NPO等）と協力して 

   実施することで、今後の団体の啓発活動への 

   活用ができる 

 

ＭＳＭに係るＨＩＶ／エイズ対策 
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